
世田富官

に
打
撃
」

TPP 
問団司

開
協
議

L...... 

朝
日
新
聞
の
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
県
関
係
の
議
員
か

ら
は
T
P
P参
加
へ
の
慎
重
な
意
見
が
相
次
い
だ
。
消
費
増
税

に
つ
い
て
は
、
間
務
相
の
お
ひ
ざ
元
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主

議
員
に
も
安
持
が
広
が
っ
て
い
な
い
。

衆
院
は
6
小
選
挙
区
選
出
議

員
と
出
例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
う

ち
県
内
に
基
盤
が
あ
る
議
員
、

参
院
は
選
挙
区
と
全
国
防
例
区

の
う
ち
県
内
に
基
盤
が
あ
る
議

員
計
四
人
を
対
象
に
し
た
。
日

人
が
回
答
し
た
。

T
P
P参
加
へ
の
賛
否
で
は

m入
が
反
対
だ
っ
た
。
民
主
の

石
山
敬
貴
民
(
衆
院
4
区
)
は

「
T
P
Pは
米
国
の
世
界
戦
略

で
一
方
的
。
農
業
が
犠
牲
に
な

る
」
と
指
摘
。
関
税
撤
廃
で
コ

メ
な
ど
農
業
へ
の
影
響
を
不
安

視
す
る
声
が
相
次
い
だ
。
共
産

の
大
門
実
紀
史
民
一
(
参
院
比
例
)

の
よ
う
に
「
医
療
、
食
品
な
ど

国
民
の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
打
撃
」
と
の
声
も
多
い
。

民
主
の
橋
本
清
仁
(
衆
院
3

区
)
、
自
民
の
秋
葉
賢
也
(
衆

院
出
例
)
、
愛
知
治
郎
(
参

院
)
の
各
民
は
、
自
由
貿
易
は

T
P
Pの
よ
う
な
多
国
間
協
議

で
は
な
く
「
二
国
間
で
進
め
る

べ
き
だ
」
と
し
た
。
民
主
の
桜

井
充
民
(
参
院
)
は
「
国
益
を

勝
ち
取
れ
れ
ば
意
義
が
あ
る
。

結
果
が
す
べ
て
」
と
賛
否
の
回

答
を
保
関
し
た
。

「
政
官
リ
ス
ト
ラ
が
先
」

消
費
増
税

消
費
税
の
「
2
0
1
0年
代

半
ば
ま
で
に
叩
%
」
と
い
う
方

針
へ
の
賛
否
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
民
主
の
今
野
東
(
参
院
出

例
)
、
自
民
の
小
野
寺
五
典

(
衆
院
6
区
)
の
2
民
が
賛
成

し
た
。

7
人
が
反
対
で
、
民
主

の
橋
本
民
は
「
将
来
的
に
増
税

は
必
要
だ
が
、
議
員
定
数
削
減

な
ど
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て

か
ら
」
と
訴
え
る
。

一
方
、
「
増
税
に
向
け
た
政

府
・
与
党
の
素
案
の
取
り
ま
と

め
、
年
度
内
に
増
税
法
案
を
提

出
す
る
」
と
い
っ
た
野
田
佳
彦

首
相
の
意
向
に
賛
成
は
0
。
民

主
は

6
人
の
う
ち
4
人
が
反

対
で
、
今
野
民
は
「
増
税
へ

の
国
民
の
理
解
は
広
が
っ
て

い
る
が
、
法
案
提
出
前
に
改

め
て
民
意
を
問
う
べ
き
だ
」
。

斎
藤
恭
紀
民
(
衆
院
2
区
)

は
「
永
田
町
や
霞
が
関
の
リ

ス
ト
ラ
が
先
だ
」
と
主
張
し

た
自
民
の
熊
谷
大
民
(
参
院
)

は
「
デ
フ
レ
経
済
で
増
税
し
て

も
、
税
金
の
増
収
は
期
待
で
き

な
い
」
と
指
摘
し
た
。

解
散
の
時
期

衆
院
解
散
に
つ
い
て
も
聞
い

た
。
民
主
の
岡
崎
ト
ミ
子
民

(
参
院
)
が
「
任
期
満
了
」
と

回
答
し
た
が
、
日
人
は
「
増
税

法
案
提
出
前
」
と
回
答
。
民
主

が
前
回
総
選
挙
で
「
4
年
間
は

消
費
税
を
上
げ
な
い
」
と
訴
え

て
政
権
を
獲
得
し
た
経
緯
を
理

由
に
挙
げ
た
議
員
が
与
野
党
と

も
多
か
っ
た
。
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